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司 会：竹内 公一 会場監督補佐 
点 鐘：妻鹿 政光 会長 
ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」 
 
 
静岡県立浜松江之島高等学校 
  校長  宮本 宗明様 
  教諭  松村 亜妃子様 
      川島 眞夕美様 
      中村 美喜子様 
 芸術科 27 名の生徒の皆さん 
 
 

 
 今日は 10 月も終わりです。今月

の初めに入会したお二人も一か月

になります。皆さんお顔を覚えて

ください。 
 今日は江之島高校の皆さんをお

迎えしての例会です。5 月に青少年

部会長の川合さんとご挨拶に伺い

ました。いろいろお話させていた

だいた中で、学校側も前向きで生

徒さんたちも楽しみにしていると

伺い、心強く感じました。この江之

島高校とのお付き合いももう 30年

を超えています。そして地区の補

助金をいただいて活動していま

す。どこまで続けていけるのかと

いうことも含めて、私たちも頑張

っていきたいと思います。 
 私事ですが、RLI（ロータリー・

リーダーシップ研究会）を無事に

卒業することができました。上村 

直前会長も卒業しています。参加

すれば誰でももらえるのですが、

忍耐が要ります。朝から昼食をは

さんで夕方まで、それを 3 回続け

ないといけません。これからの会

長さんも頑張ってご参加下さい。 

 

 

 
・次週は祝日週で例会はありませ

ん。次の週はファイヤーサイドに

なります。活発な意見交換をお願

いします。 
・次のグランドでの例会は 11月 19
日です。この日は例会終了後、理事

会もあります。 
 
 
 
♪妻鹿政光さん、齋藤高子さん 
 本日は浜松江之島高校芸術科の

皆さんが制作した環境保全ポスタ

ーの審査会です。1 か月延期になり

ましたが、この審査会を楽しみに

していました。皆で環境問題をよ

り身近に考えるきっかけにしたい

と思います。 

 

 

 

 
☆司会：川合弘高 青少年部会長 
 皆さんの誠心誠意込めた作品で

す。慎重に審査をお願いします。 
≪宮本校長 ご挨拶≫ 

 
 コロナ禍で 1 か月延期してでも

この会を開催していただき、あり

がとうございます。生徒にとって

は制作する機会、プレゼンする機

会、評価していただく機会を得る

ことができました。大きな成長の

一変換機になるのではと思ってい

ます。 
 江之島高校では県の教育委員会

の指定を受けて、「プロフェッショ

ナルの道」という事業を行ってい

ます。その一つは「社会とのつなが

りを大切にしよう」というもので、

この審査会が学校外の人に評価し

てもらう、ポスターとなって地域

に貢献できる、という機会にもな

ります。感謝いたします。 
 今日、江之島高校は体育大会で

した。芸術科の子たちには運動部

がいませんので、かなり苦戦を強

いられていました。しかし予想外

なことに綱引きでは 3 年生まで含

めて 3 位になりました。生徒たち

はかなり疲れているはずですが、

絵に対する情熱を皆さんに聞いて

いただきたいと思います。 

会長挨拶 

スマイル 

幹事報告 

浜松江之島高等学校 

環境保全ポスター審査会 

ゲスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 ≪作品発表≫ 
進行：川島 眞夕美先生 

 
 生徒たちが高校生になって初め

て描いたデザイン作品になりま

す。生徒なりに考え感じ、拙いなが

らも制作した作品ですのでよろし

くお願いいたします。 
＊＊＊・＊＊＊・＊＊＊・＊＊＊ 

 
 生徒さん一人ひとりが作品に対

する思い、作品のコンセプトなど

を発表 

≪審査≫ 

 

 

 
甲乙つけがたい作品揃いで審査

も時間がかかりました。 

≪結果発表≫ 

最優秀賞  近藤 萌生さん 

 

優秀賞   大隅 優陽さん 

      坂口 実花さん 

      中田 美佐子さん 

      平野 帆乃彌さん 

      森井 結羽さん 

 
 

 

とても嬉しいです。家にあった砂

時計を見て思いつきました。 
この絵のコンセプトはごみの行

方です。しっかり分別されて捨てら

れたごみは焼却され、きれいな自然

につながります。しかし、ポイ捨て

されたごみは海の生物が食べてし

まい死んでしまうケースがいくつ

もあります。この私たちの行動で決

まってします現状を砂時計で表し

ました。私たちがひっくり返せば救

える命があることを伝えていきた

いです。 

＊＊＊・＊＊＊・＊＊＊・＊＊＊ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 

今回の担当 

SAA 竹内公一 会場監督補佐 

 
 

＊＊ 出席報告 ＊＊ 

成田 裕之 出席委員 

会員数       45 名 

出席者数      2５名 

出席算定会員数   38 名 

出席率 65.79% 

 

前々回出席者     

26 名 

修正出席率  

75.68％ 

 

最優秀賞 

近藤萌生さん 

「だれかひっ

くり返して」 

 


